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約7000年～6000年前の
縄文時代前期の大阪平野

大阪市が水都と呼ばれる理由

四天王寺

現在の大阪平野の航空写真



災害に弱くなっていく日本

❖高齢化により防災力が脆弱化
・体力が弱くなり，判断力が鈍くなる
・動物的危機察知能力が落ちて、俊敏に反
応できない

❖ネットワーク社会が被害を拡大
・自分だけで済まない
・広域に経済被害が広がる
・風評被害の発生

❖21世紀は地球規模の変動期
・地球温暖化による風水害の頻発
・環太平洋地震・火山帯の活発化



阪神淡路大震災
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一番多い犠牲者は圧死だった



東日本大震災
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津波によって犠牲者が多く出た



熊本地震
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柱と壁の直下率が低い木造家屋の倒壊が多く、耐震化してあって
も、揺れに耐えられなかった。

がれき撤去費用を全額公費援助にしたため、復興再建が遅れている
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29年九州北部記録的大雨災害

朝倉市では平成29年7月5日の24時間雨量は545.５ミリ
5日の午後1時から100ミリ/Ⅰ時間の雨が5時間続いた。
福岡県と大分の東西３０㎞、南北１５㎞という局地的に雨が降ったことで、300か
所以上で表層崩壊が起こり、土石流となって、大木を巻き込んで街を埋めた。
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今後30年間の震度6弱以上の発生確率
2017年4月改
地震調査推進本部



近畿の30年以内の地震発生確率
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地震
マグニ
チュード

地震発生確率
（３０年以内）

南海トラフ ８～９ ７０％程度

琵琶湖西岸断層帯北部 7.1 1.0％～3.0％

布引山地東縁断層帯西部 7.4 ほぼ０％～１％

木津川断層帯 7.3 ほぼ０％

奈良盆地東縁断層帯 7.4 ほぼ０％～５％

有馬－高槻断層帯 7.5 ほぼ０％～0.03％

生駒断層帯 7.0～7.5 ほぼ０％～0.1％

六甲・淡路島断層帯 7.9 ほぼ０％～１％

上町断層帯 7.5 2.0％～3.0％

中央構造線和泉山脈南縁 7.6－7.7 0.07％～14.0％

大阪湾断層帯 7.5 0.004％以下

【参考】30年以内に 交通事故で死亡する確率 ０．２％
火事にあう確率 １．９％



マグニチュード（M)と震度の違い

Mが大きな地震でも、震源地から遠いと、震度は小さくな
る。

震度は１０段階

0、1、2、3、4、5弱、５強、6弱、６強、７

震度6強は、立つことが無理で、家具等が倒れる

震度6弱は、立つことができても伝い歩きしかできない

近い 遠い

電球に例えると
ワット（電球の明るさ）⇒マグニチュード（地震の規模）
ルクス（自分の地点での明るさ）⇒震度（感じる揺れ）
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地震の揺れの周期（1往復する時間）が長い揺れを長周期地震動という

高層ビルでは、左右に数メートル
の幅で数分間揺れるため、棚や書
庫が倒れ、移動し、天井の落下、
スプリンクラーの故障が起こる。
停電、エレベータの停止、電話副
葬により、助けを求めることが困
難になる。

どんな被害が起こるのか

長周期地震動

今までの「震度」表示に追加されます

２０階以上の高層階に適用

長周期震度階級（4段階）

震度階級３ ⇒ 震度6弱と同じ

震度階級４ ⇒ 震度6強以上と同じ



南海トラフ巨大地震の恐怖

今 後 3 0 年 間 の 発 生 確 率 ７ ０ ％



南海トラフ地震における大阪湾の津波
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全堤防破壊の場合の津波被害想定

❖大阪府内津波到達時間
・岬町 ５４分
・泉佐野市 ８１分
・岸和田市 ９３分
・堺市堺区 １１０分
・住之江区 １１０分
・此花区 1１３分

❖津波浸水高さ
・関西空港 ２．６m
・大和川河口 ３．７m
・淀川河口 ３．６m

❖淀川・大和川は、５km遡上

大阪市内湾岸津波避難想定85万人
避難不足数約20万人分
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短時間の大雨発生回数が増えている
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淀川水系洪水予想の見直し 2017年06月14日国土交通所発表

0.5ｍ未満
0.5ｍ～2.9m

3.0ｍ～5.9m

6.0m～10ｍ未満

浸水した場合の想定水深

大阪市は1961年に死者
2,165人・浸水127千を出
した、第2室戸台風以降
洪水被害がない。

JR大阪駅

2013年の京都の桂川が氾濫

した台風18号の1.3倍の降雨

（24時間で360ミリ）とい

う1000年に一度の豪雨を想

定した場合の洪水を予想！

《浸水の最大の深さ》

・京都府木津川市 ８．９ｍ

・大阪府高槻市 ８．０ｍ

・大阪市旭区 ７．２ｍ

・JR大阪駅周辺 ２．５ｍ

JR大阪駅周辺の浸水は3日以

続く

高槻市や茨木市は15日間にわ

たり浸水



大津波と高潮警報発表で閉鎖される橋
国土交通省淀川河川事務
所が、以下の河川の橋梁
を閉鎖します。
【国道２号】
・淀川大橋①-②
・神崎川大橋③-④
・左門橋⑤-⑥
【国道43号】
・伝法大橋⑦-⑧
【市道】
・千船大橋⑨-⑩
・千北橋⑪-⑫
・大和田船溜⑬
・阪急神戸線神崎川鉄橋
⑭-⑮
・阪神なんば線淀川鉄橋
⑯-⑰

十三大橋、新十三大橋、新伝法大橋（高架橋）、
新御堂筋より上流の橋は通行可能だが、新伝法
大橋は、原付、自転車、歩行者は通行禁止となる
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避難情報の表示が変わりました

情報の種類 発令される状況 みなさんにしてもらうこと

避難準備・
高齢者等避
難開始

避難勧告や避難指
示（緊急）を発令す
ることが予想される
場合

• いつでも避難ができるよう準備をしま
しょう。身の危険を感じる人は、避難
を開始しましょう。

• 避難に時間を要する人（ご高齢の方、
障害のある方、乳幼児をお連れの方
等）は避難を開始しましょう

避難勧告

災害による被害が
予想され、人的被害
が発生する可能性
が高まった場合

・避難場所への避難をしましょう。
・地下空間に居る人は、速やかに安全
な場所に避難しましょう。

避難指示
（緊急）

災害が発生するな
ど状況がさらに悪化
し、人的被害の危険
性が非常に高まった
場合

・まだ避難していない場合は、直ちにそ
の場から避難をしましょう。
・外出することでかえって命に危険が及
ぶような状況では、自宅内のより安全
な場所に避難をしましょう。



発災直後の人命救助（阪神淡路大震災の事例）

１０万９千人
（６７％）

３千２百人
（２％）

５万９百人
（３１％）

閉じ込められた１６万４千人が救われた

【生存率】１日目：80％ ２日目：25％
３日目：20％ ４日目： 5％

出典：（社）日本火災学会



災害ボランティアを
考えよう
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東日本大震災ボランティア活動者数の推移
（岩手県・宮城県・福島県社協災害ボランティアセンター登録者)
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災害フェーズ

フェーズ０（発災直後）

自分と家族の自助と近隣共助で生き延びる

フェーズ１（発災～1週間：混乱期）

医療救護・NPO等専門領域のボランティアが活動

ボランティア受入・ボランティアセンター開設

フェーズ２（1週間～３か月：応急対応期）

一般市民を含むボランティアの集中期

ボランティアと被災者ニーズのマッチング

フェーズ３（３か月以降：復旧期）

外部ボランティアの撤退・後方支援を継続

自主防災組織や、地元ボランティア組織の活動



災害ボランティアとは

◉発災後の応急対応期を中心に、被災者の生活

支援と復旧支援に、公助を補完する市民活動

◉専門知識や経験の有無、年齢性別に関係な

く、誰でも参加できる活動

◉労力・金・物資・場所・知恵・情報等の提供

が主な活動

平時の福祉団体・市民団体・スポーツ団体・学校・
企業等の集団は、各々のスキルを活かして、災害ボ
ランティアの母体となり得る
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災害ボランティア活動の種類
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労力 金 資機材

場所
知恵 情報



労力提供
避難所の作業、地域の作業、清掃、ガレキ撤去、搬送、
物資等の運搬・配布、炊き出し等人的労力

金銭寄付
義援金、救援金、支援金、見舞金などの募金活動と募
金協力

物資提供 救援・搬送・復旧用資機材の提供、救援物資提供

場所提供
一時避難場所、ボランティア休息所、物資倉庫、駐車
場等の提供

知恵・技術提供 専門知識、資機材の使い方やノウハウの提供

情報中継
アマチュア無線、ＳＮＳ、インターネット掲示板、画
像など、必要な情報作成と受発信

自主防災会の役員とは、火を消す、高齢者の介護、避難
者の誘導等をすることが第一の役割ではありません。
産官学民全ての地域に潜在する力を調整することです。

地域共助とは潜在力の結集

24
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災害ボランティア活動の場所

被災地内

・被災者の直接支援

・被災地の地域支援

・被災地行政の補完

被災地外
・募金活動
・ボランティア派遣支援
・物資・資機材調達・輸送
・要援護者一時避難受け入れ支援
・ボランティア後方支援

前線基地（隣接地）

・オリエンテーション

・情報掲示板



熊本地震の受援の検証から抜粋

• 被災者支援の優先順位と、ボランティアの配置計画

を作ること

• ボランティアの受入れ調整担当者を置くこと

• 各地からの問合せの回答パターンを作ること

• 派遣前に、ニーズに適応しているかを確齢（年齢・

性別・人数・技術・用具等）すること

• ボランティアの受入れ宿舎と食事等の準備すること

• 活動期間を決めて、被災者の自立の妨げないこと

• プッシュ型支援の受け入れに寛容になること

• ボランティアセンターの運営支援者を募ること

• プル型支援のためのニーズ把握を整備すること
26



出典：東京商工会議所文京支部

わがまちの『受援力』をつけておこう

みんなでできることを知っておけば、
応援しれもらいたいことが見つかりる

それが受援力の基本になる



災害時のリーダーとコーディネータの違い

◉リーダー【戦術担当】

信頼を得た指導者であり、迷わない決断を持てる人

日常における集団活動のリーダーが適任

◉コーディネータ【戦略担当】

状況の把握と将来を予測し、今後の戦略を組み立
て、リーダーへの指標を提供する立場の人

日常における事務局的役割経験者が適任

災害時の緊急事態には、即断しなければならないことが
多く、優柔不断な態度は生命にも危険を及ぼす。

合議で導く解決よりも、勇気ある決断が求められる

そのために複数のパターンを予測できることが必要



ボランティア受け入れの要点
－ボランティアセンターの設置－

• ハローワーク方式（オープンな受け入れ）

• オリエンテーションの実施（適合性の確認）

• ボランティア保険の適用（安全保障）

• 参加者の活動期間管理（撤退が原則）

• 参加者の健康管理（衛生・就寝・禁煙等）

• 危険作業への派遣制限（二次災害予防）

• 共同生活のルールの作成（個人プレーの弊害）

• コーディネータとリーダーの区分（指示の責任）

• 復興期の活動は地元の公助・共助へ移行

29
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１．備蓄物資を置く場所の注意
設備・什器が倒れたり、浸水しても取り出せる場所に保管する

２．避難するときの注意
持ち出せる大きさと量を考え、持ち出し用のリュック等が必要

❖非常持ち出しの水は、2ℓのペットボトルよりも、500ミリ程度
のペットボトルを6本持つほうが動きやすい

ローリングストック（在庫の回転備蓄）

日常食べている食料を通常の2～3倍程度購入して
おき、常に在庫がある状態にする方法。
賞味期限切れまで一度も開けない非常食だけに頼ら
ず、食べ慣れたものを備蓄します。

備蓄とは、電気・ガス・水道が止まることを想定し
て、食料・生活必需品を確保しておくこと

備蓄の考え方
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この例では、3年で100％の整備が完了し、4年目からは、25％ずつ入
れ替えを行い、入れ替え分を防災訓練等で試食することで、非常食等の体
験ができることと、備蓄食料の賞味期限が切れることはなく、備蓄食料を
整備しておくことができます。

賞味期限のある食品に適した ランニング備蓄



気象庁が配信する緊急地
震速報や津波警報、国・県
市町村が配信する災害・避
難情報を、回線混雑の影響
を受けずに受信します。
対象エリアにいる人は、

月額使用料、通信料や情報
料も含め一切無料で利用で
きます。

ソフトバンク、auで
は、緊急速報メールという
サービスが同様の内容で
す。

参考 緊急速報 エリアメール


